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第
四
回
臨
時
議
会
　
議
案

・
船
津
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負
契

約
締
結
　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
三
百
万
円

・
富
士
河
口
湖
町
町
民
体
育
館
大
規
模
改
修
工

事
請
負
契
約
締
結
　
　
　
　
八
千
六
百
万
円

・
町
道
の
路
線
廃
止
・
路
線
認
定

・
富
士
河
口
湖
町
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正

第
五
回
臨
時
議
会
　
議
案

・
小
立
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
請
負
契
約
締
結

一
億
六
千
七
百
万
円

・
勝
山
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算

第
六
回
臨
時
議
会
　
議
案

・
富
士
河
口
湖
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
を
十
六
名
に
制
定
。

一
般
会
計
補
正
予
算

四
億
六
千
三
百
四
十
七
万
円
を
追
加

主
な
使
い
み
ち
は
、

・
町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
工
事
請
負
費

一
億
三
千
八
十
一
万
六
千
円

・
イ
ン
タ
ー
線
新
設
改
良
工
事
費
　
　

七
千
二
十
一
万
六
千
円

・
高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
健
康
プ
ラ
ザ
筋
ト
レ
室
）
増
築
工
事
請
負
費

六
千
八
百
十
万
円

・
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
費

千
百
五
十
万
円

・
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
策
定
業
務

委
託
料
・
工
事
請
負
費
　
二
百
十
万
円

・
小
立
ふ
れ
あ
い
児
童
館
設
計
管
理
委
託
・
工

事
請
負
費
　
　
五
十
八
万
円

特
別
会
計
補
正
予
算

二
億
千
四
百
十
四
万
七
千
円
を
追
加

国
民
健
康
保
険
で
保
険
給
付
費
の
高
額
療
養

費
等
を
増
額
。

補
正
予
算

・
船
津
財
産
区
特
別
会
計
　
百
二
十
万
円

・
小
立
財
産
区
特
別
会
計
　
二
十
万
円

・
大
石
財
産
区
特
別
会
計
　
十
六
万
円

・
河
口
財
産
区
特
別
会
計
　
百
七
十
八
万
円

・
勝
山
財
産
区
特
別
会
計
　
一
万
一
千
円

・
河
口
湖
治
水
事
業
特
別
会
計

三
十
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

二
億
三
百
六
十
二
万
九
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
　
六
百
十
一
万
六
千
円

・
勝
山
墓
地
事
業
特
別
会
計三

十
九
万
五
千
円

・
富
士
河
口
湖
町
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出
△
二
百
九
十
六
万
円

資
本
的
収
入
及
び
支
出

百
八
十
六
万
円

・
足
和
田
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

百
三
十
九
万
六
千
円

・
温
泉
事
業
特
別
会
計
　
六
万
円

第
四
回
臨
時
議
会
を
七
月
七
日

に
、
第
五
回
臨
時
議
会
を
二
十
二

日
に
、
第
六
回
臨
時
議
会
を
八
月

二
十
六
日
に
開
会
し
、
提
出
議
案

す
べ
て
可
決
し
た
。

九
月
定
例
議
会
は
九
月
十
三
日

に
開
会
し
、
決
算
認
定
二
十
七
件
、

条
例
・
規
約
六
件
、
町
道
の
路
線

廃
止
と
認
定
、
補
正
予
算
十
三
件

の
提
出
議
案
を
す
べ
て
可
決
、
認

定
し
二
十
一
日
閉
会
し
た
。

山

本

丈

晴

氏

富士

河口
湖町

特別
町民
に
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富
士
河
口
湖
町
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定

質
問

旧
河
口
湖
町
役
場
庁

舎
を
改
修
し
て
交
流
セ
ン
タ

ー
と
す
る
が
、
管
理
体
制
は

ど
う
す
る
の
か
。

管
理
課
長

正
職
員
の
配
置

は
考
え
て
い
な
い
。

旧
出
納
室
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
貸
し
出
す
。

町
長

管
理
体
制
は
、
事
務

的
・
総
合
的
に
管
理
課
で
す

る
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
鍵
の
開
け
閉
め
を
お

願
い
す
る
と
か
、
経
常
経
費

の
抑
制
を
中
心
に
夜
間
の
対

応
も
含
め
検
討
中
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

質
問

約
二
億
三
百
万
円
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
補
助
金
は
い
く
ら
に

な
る
か
。

保
険
課
長

交
付
金
と
し
て

八
千
五
百
万
円
の
追
加
、
拠

出
金
関
係
が
確
定
し
一
億
千

八
百
三
十
五
万
九
千
円
と
な

り
、
今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

質
問

台
風
に
よ
り
く
ぬ
ぎ

平
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
フ
ェ
ン

ス
及
び
休
息
所
が
被
害
を
受

け
た
が
災
害
保
険
は
受
け
ら

れ
な
い
か
。

建
設
課
長

サ
ッ
カ
ー
場
は

八
月
の
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
大
会
で
使
用
す
る
た
め
、

工
事
は
七
月
三
十
一
日
で
完

了
し
た
。

八
月
下
旬
の
台
風
十
六
号

に
よ
り
フ
ェ
ン
ス
・
休
息
所

が
被
害
を
受
け
た
。
改
修
資

金
は
国
庫
補
助
の
兼
ね
合
い

の
上
、
担
当
課
が
調
整
し
二

百
十
万
円
で
町
の
保
険
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

質
問

イ
ン
タ
ー
線
（
大
橋

通
り
〜
東
富
士
五
湖
有
料
道

路
）
新
設
改
良
事
業
費
の
公

有
財
産
購
入
費
の
内
容
は
。

建
設
課
長

二
名
の
地
権
者

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

小
立
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
改
修
し
て
の
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
計
画
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
新

築
と
な
っ
た
の
か
。

健
康
増
進
課
長

当
初
予
算

で
は
、
改
修
・
耐
震
化
を
計

画
し
た
が
、
専
門
家
の
診
断

で
耐
震
工
事
は
、
コ
ス
ト
高

に
な
り
耐
久
性
に
無
理
が
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
、
新
築

と
な
り
今
回
の
補
正
予
算
を

お
願
い
し
た
。

質
問

小
立
ふ
れ
あ
い
子
供

館
の
移
設
計
画
が
あ
る
が
現

状
は
。

福
祉
推
進
課
長

小
立
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

新
築
予
定
で
あ
る
。

質
問

緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
基
金
事
業
で
湖
畔
の
葦

を
刈
り
、
い
や
し
の
里
の
屋

根
を
葺
く
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
遊
休
農
地
の
葦
が
利
用

で
き
な
い
か
。

観
光
課
長

緊
急
雇
用
の
葦

の
刈
り
取
り
は
公
有
地
・
公

共
の
管
理
す
る
も
の
を
基
本

と
考
え
て
い
る
が
、
必
要
な

時
は
お
願
い
し
た
い
。

質
問

町
営
住
宅
の
今
後
の

見
通
し
と
、
そ
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

町

営
住
宅
事
業
は
国
の
三
位
一

体
改
革
の
中
で
補
助
金
が

年
々
先
細
り
し
て
い
る
た
め
、

財
源
と
し
て
国
土
交
通
省
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

制
度
を
活
用
す
る
。

採
択
を
目
指
し
県
の
指
導

を
仰
ぎ
調
整
中
で
あ
る
。

質
問

い
く
つ
か
交
付
金
か

ら
起
債
へ
変
更
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

総
務
課
長

事
業
に
は
タ
イ

ム
リ
ー
な
時
期
が
あ
り
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
時
期
を
図
っ
て

事
業
を
実
施
し
た
い
為
、
事

業
の
前
倒
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

今
年
度
の
地
方
財
政
計
画

に
お
け
る
地
方
交
付
税
は
四

年
連
続
し
て
六
・
五
％
減
で

あ
り
、
金
額
に
す
る
と
約
一

兆
二
千
億
円
に
あ
た
る
。

国
で
は
、
一
部
に
は
上
げ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
全
体

的
に
は
六
・
五
％
落
と
し
費

用
負
担
を
軽
減
し
て
地
方
に

交
付
し
て
い
る
。

全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
芝
サ
ッ
カ
ー
場
）

富
士
河
口
湖
町
交
流
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

（
旧
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
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平
成
十
五
年
度
富
士
河
口

湖
町
決
算
は
、
旧
三
町
村
合

併
後
の
平
成
十
五
年
十
一
月

十
五
日
か
ら
平
成
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
決
算
で

あ
り
、
通
年
決
算
で
は
な
か

っ
た
為
、
質
疑
な
く
承
認
さ

れ
る
案
件
が
多
か
っ
た
。

税
務
課
関
係

質
問

町
内
の
温
泉
施
設
が

利
用
者
か
ら
預
か
る
入
湯
税

の
滞
納
へ
の
対
応
は
。

税
務
課
長

滞
納
繰
越
分
は

一
件
で
あ
り
、
そ
の
内
七

十
％
が
回
収
さ
れ
今
後
回
収

に
鋭
意
努
力
す
る
。

質
問

不
能
欠
損
全
体
の
追

跡
調
査
の
説
明
を
い
た
だ
き

た
い
。

税
務
課
長

昨
年
の
十
一
月

の
合
併
時
に
は
、
各
町
村
と

も
不
能
欠
損
は
計
上
し
て
お

ら
ず
、
こ
こ
で
合
計
し
て
計

上
し
た
。

収
納
特
別
対
策
班
が
設
置

さ
れ
た
関
係
上
、
税
務
課
と

収
納
班
が
力
を
合
わ
せ
綿
密

な
調
査
を
行
い
、
そ
れ
な
り

の
厳
し
い
対
応
を
し
て
徴
収

に
励
ん
で
い
る
。

学
校
教
育
課
関
係

質
問

豊
か
な
体
験
学
習
で

百
六
十
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
説
明
を
求
め
る
。

学
校
教
育
係
長

子
供
た
ち

に
「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
」

目
的
で
、
福
祉
関
係
・
環
境

教
育
関
係
・
職
場
の
体
験
他
、

ふ
だ
ん
授
業
で
は
出
来
な
い

体
験
活
動
を
学
校
教
育
で
行

っ
て
い
る
。

教
育
長

豊
か
な
体
験
学
習

は
、
教
育

委
員
会
は

指
導
せ
ず

各
学
校
で

校
長
を
中

心
と
し
て

自
分
の
学

校
の
子
供

た
ち
に
合

っ
た
体
験

活
動
を
し

て
い
る
。

例
え
ば
、

河
口
小
学

校
で
は
、

稲
作
の
体

験
、
小
立

小
学
校
で

は
、
地
域
の
方
を
呼
ん
で
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
お

年
寄
り
か
ら
野
菜
の
作
り
方

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
い
る
。

質
問

歳
入
で
三
百
万
円
の

寄
付
金
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
細
か
い
説
明
を
。

学
校
教
育
課
長

寄
付
者
は

不
動
食
品
物
産
で
あ
り
、
河

口
小
学
校
へ
の
ピ
ア
ノ
購
入

費
七
十
五
万
円
と
河
口
保
育

園
へ
固
定
遊
具
二
百
二
十
五

万
円
の
寄
付
で
あ
る
。

町
長

寄
付
者
に
対
し
町
制

祭
等
で
感
謝
状
の
贈
呈
を
予

定
し
て
い
る
。

総
括
質
疑

質
問

今
回
の
十
五
年
度
決

算
は
、
合
併
に
よ
り
昨
年
の

十
一
月
十
五
日
か
ら
本
年
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
決
算

で
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で

努
力
に
よ
り
、
か
な
り
の
不

用
額
が
残
っ
た
こ
と
は
民
間

企
業
レ
ベ
ル
並
み
に
努
力
し

た
結
果
だ
と
思
う
。

ま
だ
ま
だ
決
算
の
中
を
見

る
と
投
資
対
効
果
、
壊
せ
る

も
の
は
壊
し
て
新
た
に
立
ち

上
げ
て
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
）
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
。

町
長

今
ま
で
は
不
用
額
を

残
し
過
ぎ
る
と
議
会
で
も
指

摘
を
受
け
た
経
過
が
有
る
。

し
か
し
今
は
努
力
の
結
果
で

あ
り
、
課
長
を
中
心
と
し
た

職
員
全
員
に
予
算
は
目
い
っ

ぱ
い
使
う
の
で
な
く
、
予
算

書
は
あ
く
ま
で
見
積
も
り
の

集
計
で
あ
り
、
予
算
を
さ
ら

に
落
と
し
込
む
こ
と
が
努
力

の
成
果
で
あ
る
と
日
ご
ろ
か

ら
言
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
十
六
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
旧
三
町
村
単
位

の
合
計
で
は
な
く
、
す
べ
て

一
か
ら
と
言
う
こ
と
で
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
予
算
の
取
組
み
か

ら
始
め
た
。

参
考
ま
で
に
、
十
六
年
度

上
半
期
の
六
月
末
ま
で
の
差

金
不
用
額
が
約
一
億
円
強
残

っ
て
い
る
。

財
政
厳
し
き
折
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
考
え
な
が
ら
、
今

ま
で
の
意
識
と
は
変
え
た
思

考
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

豊
か
な
体
験
学
習

（
小
立
小
学
校
）

委 員 長　三　浦　隆一郎
副委員長　渡　辺　周　次



森
林
保
全
対
策
は

質
問

豊
か
な
森
林
が
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
戦
後
日

本
の
復
興
と
経
済
を
支
え
て

き
た
森
林
は
、
木
材
の
生
産

か
ら
現
在
は
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
涵
養
、
生
物
保
全
、

温
暖
化
を
含
め
た
地
球
環
境

の
保
全
に
も
大
き
な
役
割
を

占
め
て
い
る
。
町
内
の
山
林

面
積
は
、
六
千
七
百
三
十
二

ha
で
全
体
の
72
％
が
森
林
で

あ
り
、
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
固

定
し
、
水
を
蓄
え
、
洪
水
と

土
砂
流
出
を
防
ぎ
、
水
質
を

浄
化
し
、
心
身
を
潤
し
、
明

日
へ
の
活
力
を
与
え
て
く
れ

る
。
松
く
い
虫
の
被
害
は
、

全
県
下
に
広
が
っ
て
お
り
、

わ
が
町
で
も
発
見
さ
て
い
る
。

松
く
い
虫
等
、
森
林
環
境
保

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

農
林
課
長

森
林
保
全
の
大

切
さ
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
り
、
松
く
い
虫
対
策
に

つ
い
て
は
、
船
津
地
区
で
三

本
、
浅
川
地
区
で
三
本
、
大

石
地
区
で
一
本
が
発
見
さ
れ
、

切
り
倒
し
て
薬
剤
処
理
を
し

た
。
本
町
に
お
け
る
防
止
策

と
し
て
は
、
駆
除
に
よ
る
対

策
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
ス
テ
ラ
シ
ア

タ
ー
か
ら
登
山
道
沿
い
の
赤

松
林
は
、
守
る
べ
き
林
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は

質
問

森
の
い
や
し
で
町
の

活
性
化
を
図
る
意
味
で
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
等
を
考
え
て
い

る
か
ど
う
か
。
森
林
が
緑
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
観
光
も
栄
え

る
。
観
光
客
が
来
て
も
、
周

辺
の
山
々
が
真
っ
赤
に
な
っ

て
い
た
ら
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
と
な
る
。
森
林
と
観
光
は

一
体
な
も
の
で
、
松
く
い
虫

対
策
も
補
助
金
は
国
・
県
合

わ
せ
て
75
％
で
あ
る
が
、
町
と

し
て
の
取
組
み
は
。

町
長

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、

林
野
庁
の
方
と
取
り
組
ん
で

お
り
、
森
林
普
及
協
会
に
入

会
し
、
す
ぐ
れ
た
森
林
を
守

り
、
ま
た
、
松
く
い
虫
対
策

も
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み

質
問

食
の
安
全
が
危
ぶ
ま

れ
る
中
、
安
心
で
安
全
な
地

域
の
農
産
物
を
消
費
す
る
地

産
地
消
を
学
校
給
食
に
取
り

入
れ
る
学
校
が
増
え
て
き
て

い
る
。
地
元
農
家
と
の
懇
談

会
を
開
き
、
地
元
の
農
産
物

を
ど
の
よ
う
に
給
食
に
取
り

入
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
子
供
た
ち
を
山
に

親
し
む
よ
う
に
森
林
教
育
を

伝
え
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
給
食

で
使
用
さ
れ
る
食
材
は
、
安

心
、
安
全
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
利
用
状
況
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
イ
ン
ゲ
ン
等
合

計
で
四
千
五
十
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
米
は
県
の
学
校
給
食
会

扱
い
の
米
を
使
っ
て
お
り
、

給
食
だ
よ
り
、
学
校
だ
よ
り

等
で
地
域
で
育
て
ら
れ
た
食

品
に
つ
い
て
は
、
児
童
、
生

徒
や
保
護
者
に
知
ら
せ
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
努

め
て
い
る
。

教
育
長

農
家
と
の
懇
談
会
、

安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
た

め
に
も
、
実
施
の
方
向
で
考

え
て
い
き
た
い
。

財
産
区
の
森
林
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
森
林
の
大
切

さ
を
教
育
し
て
い
き
た
い
。

庁
舎
周
辺
の
計
画
は

質
問

庁
舎
周
辺
に
計
画
し

て
い
る
子
供
未
来
創
造
館
、

図
書
館
等
、
地
元
の
木
材
で

建
設
す
る
計
画
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長

子
供
未
来

創
造
館
が
一
千
㎡
、
図
書
館

が
二
千
㎡
で
温
か
み
の
あ
る

木
材
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

両
館
と
も
、
国
・
県
の
補

助
金
を
期
待
し
、
建
設
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
進
め
た

い
。
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質
問

合
併
し
新
庁
舎
を
利

用
し
て
十
ヶ
月
、
ま
だ
ま
だ

利
用
に
さ
い
し
て
戸
惑
う
場

面
も
多
々
あ
る
か
と
思
わ
れ

る
の
で
、
民
間
企
業
（
銀
行
）

で
い
ち
早
く
導
入
し
、
サ
ー

ビ
ス
効
果
を
上
げ
て
い
る
フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
案
内

人
）
を
庁
舎
一
階
へ
設
置
す

る
こ
と
は
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ

の
前
進
と
考
え
る
が
。

総
合
窓
口
課
長

常
時
三
名

の
職
員
が
お
り
、
ま
た
、
昼

休
み
に
も
二
名
の
職
員
で
窓

口
対
応
、
総
合
案
内
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取

り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

笵/No.4/富士河口湖町議会だより

古

屋

一

哉
議
員

総
合
窓
口
課
長

電
話
の
対

応
は
曜
日
毎
、
各
課
の
輪
番

制
で
、
二
課
、
三
課
で
相
手

を
待
た
せ
る
こ
と
な
く
、
各

課
協
力
の
も
と
対
応
し
て
い

る
。
電
話
は
相
手
の
顔
も
、

こ
ち
ら
の
顔
も
見
え
な
い
た

め
、
や
や
も
す
る
と
相
手
の

用
件
も
聞
か
ず
取
次
ぎ
し
、

た
ら
い
ま
わ
し
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
窓

口
課
で
は
名
前
を
告
げ
、
責

任
を
も
っ
て
電
話
を
取
り
次

ぐ
よ
う
に
し
て
い
る
。

窓
口
で
の
住
民
に
対
す
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
電
話
応

対
を
含
め
構
築
の
考
え
は
。

総
合
窓
口
課
長

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

は
、
可
及
的
に
作
成
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
案
内
人
）
設
置
の
考
え
は
。

総
合
窓
口
課
長

現
時
点
で
は
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

要
望

電
話
応
対
の
際
は
、
担
当
課
　
担
当
係
り
　
名

前
を
な
の
っ
て
必
ず
対
応
す
る
こ
と
を
望
む
。

働
く
女
性
の
支
援
に
も
つ
な
が
る
窓
口
業
務
延
長
の
考

え
は
。

総
合
窓
口
課
長

時
間
延
長
の
必
要
性
は
考
え
に
く
い
。

要
望

住
民
サ
ー
ビ

ス
へ
の
、
町
の
姿
勢

と
し
て
、
週
一
日
一

時
間
程
度
で
も
窓
口

業
務
延
長
を
行
う
こ

と
は
、
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
あ
る
の
で
、

視
野
に
入
れ
た
検
討

を
再
度
お
願
い
す
る
。

猿
が
出
没
し
、
畑
の
農
作
物
を
荒
ら
し
困
惑
し
て
い
る

と
の
声
を
多
く
聞
く
が
。

農
林
課
長

猿
を
追
い
払
う
意
欲
を
失
っ
た
と
こ
ろ

は
、
ど
ん
な
対
策
も
効
果
は
な
い
と
言
え
る
の
で
、
あ

き
ら
め
ず
追
い
払
う
こ
と
が
需
要
で
あ
る
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
も
、
総
合
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
早
期
実
現
を
望
む
が
。

生
涯
教
育
課
長

富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
も
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
望
ま
し
い
と
確
認
し

て
い
る
の
で
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
ク
ラ
ブ
の
形
態
、

種
目
、
規
模
等
を
研
究
し
、
本
年
度
末
ま
で
に
、
町
へ

意
見
書
を
提
出
し
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
の
町
の
考
え
は
。

観
光
課
長

町
の
設
立
で
は
な
く
、
今
年
八
月
二
日
に

設
立
さ
れ
た
「
富
士
の
国
・
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
の
当
町
も
構
成
員
で
す
の
で
、
ロ
ケ
候
補

地
と
し
て
登
録
し
、
積
極
的
に
有
効
活
用
を
実
施
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

共
稼
ぎ
の
家
庭
で
は
、

時
間
休
を
と
っ
て
各
証
明
書

の
交
付
を
受
け
、
ま
た
、
お

年
寄
り
に
依
頼
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
の
で
、
窓
口
業
務
延

長
は
、
働
く
女
性
の
支
援
に

も
な
る
の
で
、
町
の
考
え
は
。

総
合
窓
口
課
長

将
来
的
に

は
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
業
務
拡

大
や
電
子
申
請
証
明
書
の
受

付
シ
ス
テ
ム
等
を
踏
ま
え
る

と
窓
口
業
務
の

時
間
延
長
の
必

要
性
は
考
え
に

く
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
窓
口

は
役
場
の
顔
で

あ
り
、
多
く
住

民
が
訪
れ
る
の

で
、
苦
情
が
な

い
よ
う
な
窓
口

を
目
指
し
日
々

努
力
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

質
問

猿
の
行
動
も
広
域

化
、
活
発
化
し
、
地
域
住
民

も
ど
の
よ
う
に
対
応
い
て
い

い
か
解
ら
ず
た
だ
見
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
何
ら
か
の
方
策
を

講
じ
る
時
期
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

農
林
課
長

猿
の
被
害
の
防

止
対
策
で
、
低
コ
ス
ト
、
低

労
力
で
効
果
の
高
い
方
法
は

な
く
、
根
気
よ
く
で
き
る
こ

と
を
継
続
い
て
い
く
し
か
な

い
の
で
、
あ
き
ら
め
な
い
事

が
重
要
で
あ
る
。

新
庁
舎
一
階
フ
ロ
ア
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合併して思うこと、
今後の期待

※
１

町
教
育
委
員
会
社

会
体
育
係
（
蕁
７
３
―
１

２
２
０
　
町
民
体
育
館

内
）（
使
用
申
請
を
し
て

下
さ
い
。
た
だ
し
、
芝
生

の
保
守
や
天
候
に
よ
る
ピ

ッ
チ
状
況
、
各
種
大
会
に

よ
り
使
用
希
望
日
に
使
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
２

人
口
は
合
併
時
２

３
、
７
５
１
人
、
10
月
１

日
現
在
２
４
、
１
０
０
人
、

面
積
は
93
・
30
裄
で
す
。

（
人
口
は
毎
月
の
広
報
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参

考
に
し
て
下
さ
い
。）

※
３

教
育
委
員
会
の
学

校
教
育
課
ま
で
電
話
下
さ

い
。
場
所
を
見
て
、
対
処

し
ま
す
。
街
灯
申
請
は
、

自
治
会
長
か
ら
町
（
建
設

課
）
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
申
請
用
紙
は
、
各
出
張

所
に
も
あ
り
ま
す
）

※
４

人
的
対
応
の
た

め
、
少
人
数
体
制
で
は
窓

口
対
応
が
で
き
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
本
庁
で
は

開
庁
し
て
い
る
の
で
、
本

庁
窓
口
で
受
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
５

町
道
に
つ
い
て
は

建
設
課
へ
連
絡
し
て
下
さ

い
。
（
現
地
を
確
認
し
、

対
応
し
ま
す
。）
農
道
・

林
道
に
つ
い
て
は
、
農
林

縟14歳・男・中学生・船津
①役場がきれいになって、うれしい。湖南中が変わ

った気がする。

②生徒の気持がわかる先生を配置してほしい。休み

の日に、自由に外で遊ぶことができる施設がほしい。

縉14歳・女・中学生・勝山
①お年寄りがとても優しく声をかけてくれる。最近、

不審者が出て嫌だけれど、すぐボランティアの方が

防犯に出てくれて、とても安心できた。

②明るい町。

③小中学校グランドのトイレがこわれているので、

すぐ直してもらいたい。街灯をふやして、夕方帰る

時危なくないようにしてほしい。（回答※３）

縋14歳・男・中学生・長浜
①学校で太鼓活動に取り組んでいて、合併後は「勝

山やぶさめ祭り」や「ハーブフェスティバル」に参

加し、多くの人々に知ってもらえた。太鼓で参加出

来る行事が多くなり、目標をつくれるので、とても

良い。「地域に何ができるか」「何をすればいいのか」

ということを今まで以上に考えるようになった。

②今までと同様に、様々なイベントに太鼓を発表で

きるようにして欲しい。

縡13歳・男・中学生・河口
①全国で有名な町が更に大きくなり、観光面で幅が

広がり、豊かになったと思う。

②ハーブフェスティバル、紅葉まつり、冬花火など

年間を通して活気が感じられる。もっともっとイベ

ントや催物を企画して、明るい町づくりを希望する。

縒13歳・女・中学生・小立
①硬式野球クラブが出来たのに練習場があまりなく、

勝山のあかつきグランドは、勝山少年野球の許可が

必要という現状に疑問がわく。細かい所までもっと

検討してほしい。

②子供創造館は私達の夢を求める拠点だと思う。図

書館と共に早く建設してもらいたい。子供議会を開

いて私達にも勉強をさせてほしい。

③芝サッカー場を是非練習の場として使用させても

らいたい。（回答※１）

縱14歳・男・中学生・大石
①人とのふれ合いの場所が増えたと思う。観光客を

見ると、やっぱりここはいい所なんだと改めて思い、

喜びを感じる。

②住んでいる人も、観光客も、満足できる町にして

いってほしい。

③人口は、面積は、これからどんな行事があるか。

（回答※２）

回
　
答

①あなたの地域、身のまわりで何か感じることがありますか。
②今後、富士河口湖町にどのようなことを望みますか。
③その他の質問（何でも結構です。）

　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート

西
浜
中
学
生
の
太
鼓

も
み
じ
回
廊
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課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
６

勝
山
・
足
和
田
の

ゴ
ミ
も
富
士
吉
田
市
で
処

理
が
で
き
る
機
会
に
、
週

２
回
の
収
集
を
考
慮
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
７

議
会
は
町
民
の
代

表
で
す
。
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
身
近
な
問
題
は
、

私
た
ち
自
身
で
考
え
、
話

し
合
い
、
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
、
民
主
主
義
の
原

点
で
す
。
し
か
し
、
住
民

全
員
が
集
ま
っ
て
話
し
合

い
、
物
事
を
決
め
る
こ
と

は
現
実
に
困
難
で
す
。
そ

こ
で
住
民
の
代
表
と
し
て

町
議
会
議
員
を
選
び
ま

す
。
議
員
は
町
民
に
変
わ

っ
て
、
町
民
生
活
に
か
か

わ
る
予
算
や
条
例
な
ど
を

審
議
し
、
決
定
し
ま
す
。

日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
の
意
思
決
定
に
つ
い

て
住
民
を
代
表
し
て
行
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

※
８

広
報
誌
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
を
利
用
し
て
の
情
報
提

供
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
身
近
と
い
う
と
、
テ

レ
ビ
を
通
し
て
の
情
報
が

一
番
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

が
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、
企
画
課
地
域

情
報
係
ま
で
遠
慮
な
く
連

絡
し
て
下
さ
い
。

縵17歳・女・高校生・西湖南
①交通の便が悪く、バス代も高く、父母に送迎して

もらう毎日。父母が丈夫でなければ教育も受けられ

ない。雪の日はどこにも出かけられない。私達若者

にとって魅力ある地域でないことは確か。ここに永

住しようという若者が一体何人いるか？

②とてもきれいな民宿村なのに道路から木に邪魔さ

れて全く見えない。是非境の木を切ってもらいたい。

グランドが２つあるが、今は整備されていない。西

湖畔の南岸道路は雨が降ると必ず岩が道路に落ちて

くる。是非砂防工事をお願いしたい。

③生ゴミの収集が週１回なので観光シーズンには鼻

をつく異臭がする。是非２回は回収してほしい。（回

答※６）

縹18歳・女・高校生・小立
①特にない。

②富士山を世界遺産にする。もう少し交通が発達し

てほしい。自然を大切にしながら、日本一の観光地

にする。

繃22歳・女・会社員・大石
①地域が広まったわりに関わりがなく、生活にはさ

ほど変わりがない。もっとコミュニケーションをは

かっていけるといい。地域の特性が強く、考え方も

違うので、一つにまとめていくことは大変で難しい

ことと感じる。

②若い人が活躍出来る場があれば、町の活性化や発

展につながっていくと思う。地域が一体となって、

安心で快適な生活を送っていけるといい。

③“議会”というところが何をしているのか、若い

人たちには十分に理解されていない。（回答※７）情

報の提供など、もっと身近に感じられるものに。（回

答※８）気軽に関心をもてる雰囲気づくりをお願い

したい。

縢16歳・女・高校生・大石
①「少し遠くに住んでいる」という感覚だった友達

や先生との距離が一気に縮まったように思う。様々

な施設が利用できることも良かった。

②住みよい環境づくりを維持し観光地としていっそ

う栄えていくことを期待する。就職難を解消するた

めに、企業の誘致にも取り組んで欲しい。

繆17歳・男・高校生・勝山
①話し合いがスムーズでなくなった。住民に対する

サービスの低下を感じる。

②自然環境の保護、福祉・介護事業の充実、次世代

に夢を託せるような教育設備の拡充、若い人が地元

で職に就ける企業の誘致を進め、住みやすい町にし

てもらいたい。子供の安全と防犯対策の確立。

③出張所の窓口業務は、12時～13時の間も受け付け

てほしい。（回答※４）道路に穴があいた時などの連

絡や処理方法は。（回答※５）

繦17歳・女・高校生・河口
①悪質な事件が多く身のまわりで起きているので、

認識して生活していきたい。

②治安をよくする。（警察の見回りなど）

縻17歳・女・高校生・船津
①何も変わっていないような気がする。

②富士河口湖高校に通っているが、通学路の整備を

お願いしたい。自然と人にやさしい町を作ってもら

いたい。

アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　　　　アンケート　　　

西湖
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※
９

新
図
書
館
の
開
館

時
に
向
け
、
検
討
中
で
す
。

※
10

ご
指
摘
の
と
お
り

で
す
。
宿
日
直
者
が
読
む

訳
で
す
が
、
聞
き
や
す
い

放
送
を
す
る
よ
う
指
導
・

指
示
し
て
い
ま
す
。

※
11

冬
花
火
の
１
回
当

り
費
用
は
、
２
、
６
５
１
、

０
０
０
円
を
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
財
源
は
、
町
負

担
７
６
３
、
０
０
０
円

（
28
・
8
％
）、
財
産
区
負

担
１
５
５
、
０
０
０
円

（
5
・
8
％
）、
観
光
協
会

等
業
者
負
担
１
、
７
３
３
、

０
０
０
円
（
65
・
4
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

町
負
担
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
等
が
温
泉
施

設
に
入
浴
し
た
時
支
払
っ

て
い
る
入
湯
税
を
当
て
て

い
ま
す
の
で
、
町
民
か
ら

の
税
金
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

※
12

財
産
区
は
、
法
定

に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
制

度
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
制
度
は
崩
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
町
と
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
町
民
に

不
平
等
が
な
い
よ
う
に
し

て
お
り
、
今
後
も
そ
の
よ

う
な
考
え
で
い
き
ま
す
。

繝39歳・女・サービス業・船津
①旧河口湖の行事が、他地区の施設で行なわれたの

を聞くと合併したんだと思う。観光スポットも増え、

紅葉まつり他の会場が拡大されるのは観光客へのア

ピールにもなり、とても良い。しかし、そういうこ

とが町民に浸透しているかどうか疑問を感じること

がある。

②町でやろうとしていることをもっと町民にアピー

ルして。湖畔に清潔な公共のトイレを設置して欲し

い。町立のきちんとした図書館ができればいいと思う。

繖40歳・男・会社員・大嵐
①行事が多くなったように感じる。行事の決定に時

間がかかり、担当がよくわからない。

②少数地域が不利益となることのないよう、充分検

討して平和な住みよい富士河口湖となるようにして

ほしい。

③このようなアンケートは意味がないように思う。

繞41歳・女・主婦・船津
①別に感じない。

②町の未来を担う子供の教育関係に力をいれて欲し

い。不審者が出ないように、通学路をチェックして

いただき、暗いところには、早急に対応していただ

きたい。雪かき

は、細い路地等

にも対応してほ

しい。

③冬花火は、一

回あたりどれく

らいの費用がか

かるものか？

（回答※11）道

路の補修はどこ

にお願いすれば

よいか。

繙44歳・男・会社員・大石
①実感がない。10年20年後になって実感すると思う。

②住みやすい町にするために、住民と話し合いをし

てほしい。

③財産区の大きさによる不平等感がある。改革を望む。

（回答※12）

縷26歳・男・自営業・船津
①地域活動の幅が広がった。新庁舎で、処理が簡素

化され沢山利用されるようになった。社会福祉関係

でも沢山の施設を利用できるようになり、視野も広

くなり良かった。

② 各地区の往き来がスムーズに出来るよう道路を整

備してほしい。より多くの行事を開催して、沢山の

交流を持ち和合していけたらと思う。

縲29歳・女・会社員・河口
①他地域のイベントや観光名所などを知る機会が多

くあり、同じ富士河口湖町ということで、参加しや

すくなったような気がする。

②特に夏や連休中の車の渋滞をどうにかしてほしい。

縺35歳・女・会社員・小立
①特に感じることはない。

②合併支援道路の早期着工と縦線道路の整備をして

欲しい。町道及び側溝の整備。雨水対策を。企業誘

致を積極的に。

③図書館の閉館時間を延ばして欲しい。（週１でも）

（回答※９）

繧38歳・女・主婦・勝山
①合併しての利点が感じられない。町が身近に感じ

られず、様々な待遇が悪くなっている。保育所と小

学校の行事が重なるという事が何度かあった。保育

所の制服・体操着が変更になるのは、今までのもの

が良い品だけに、無意味だと感じる。

②観光面が充実している一方、ゴミ問題が気になる。

住民の認識のなさもあるが、ゴミの出し方も今後検

討してほしい。

③「防災富士河口湖」の放送で区切りが多すぎて、

内容が解りにくいことがある。（回答※10）

回
　
答

口湖町にどのようなことを望みますか。③その他の質問（何でも結構です。） アンケート

冬
花
火

町
立
図
書
館
の
利
用
風
景
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※
13

上
九
一
色
村
の
考

え
方
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
14

ま
ず
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
に
加
入
し
な
け
れ
ば
流

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

勝
山
・
大
嵐
地
区
に
は
北

富
士
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
通
し
て

放
送
し
て
い
ま
す
が
、
西

湖
地
区
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
に
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ

る
投
資
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
な
か
な
か
簡

単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

※
15

今
年
は
、
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
住
民
懇

談
会
を
開
催
し
、
説
明
し

ま
し
た
。
今
後
も
説
明
会
、

広
報
等
で
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。（
企
画
課
）

※
16

殺
虫
剤
（
デ
ィ
プ

ラ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
）
の

散
布
が
必
要
で
す
。
消
毒

作
業
は
各
個
人
の
対
応
と

な
り
ま
す
が
、
作
業
が
で

き
な
い
場
合
は
、
害
虫
駆

除
の
業
者
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
農

林
課
（
蕁
７
２
―
１
１
１

５
）
ま
で
。

※
17

環
境
課
で
は
、
山

林
に
限
ら
ず
不
法
投
棄
の

監
視
を
し
て
い
ま
す
が
、

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
ら
連

絡
し
て
下
さ
い
。

繼53歳・男・会社員・西湖西
①根場では75％以上が民宿を経営しており、シーズ

ン中はゴミが溢れ異臭が鼻をつき、大変迷惑をかけ

ているのが実態。ゴミ問題ひとつをとっても地域住

民の生活環境は改善されず、合併に期待していたも

のとしては満足できるものではない。今後の施策を。

②いやしの里計画は、地域住民全般の理解が得られ

ているのか、いろいろなトラブルが予想される。合

併して本当によかった、ということを生活の中で実

感させて欲しい。

③合併10年計画を短期と長期に区分し、明確に報告

をしていただければ、今後の生活に生き甲斐を感じ、

町民の一人として発展に貢献したい。（回答※15）

繻70歳・男・無職・小立
①政策に対して不満はない。説明責任を果たしてい

ただき信頼関係を築き、快適な暮らしをしたい。

②東海自然歩道の四ツ街道～公園墓地～防衛道路ま

での両側の地権者全員の合意を得て、早期に道路巾

の確保を考えておく必要がある。小立タイヤショッ

プヒーローの所に信号機の設置を望む。

③アメリカシロヒトリの被害が町内のあちらこちら

に見られる。駆除方法など町の手助けはできないも

のか。（回答※16）山林のゴミの不法投棄対策をして

もらいたい。（回答※17）

繚44歳・男・自営業・河口
①勝山、長浜に親近感が出た。

②観光の拡大、イベントの充実。渋滞の緩和。町役

場の人の対応をよくしてほしい。

繹47歳・男・会社員・船津
①町外の知人によく富士河口湖町は勢いがあってい

いなと、羨ましがられる。新聞や広報を見ても誕

生・お悔やみ欄など町の広さを感じる。お互いのし

がらみを取り外し富士北麓地域の中心になれるよう

な町づくりを期待する。

②風光明媚な土地柄であり、各種イベントにより活

気ある町であると自負している。一方で、社会構造

の急激な変化により少子高齢化が進み、10年20年後

が不安に感じる。すばらしい自然環境の中で、住民

の健康づくりと福祉にも力点を置いた政策もむ。

③上九一色村との合併はどうなったのか。今後、合

併はあるか。（回答※13）

繪50歳・男・会社員・勝山
①街燈の取り替え、道路の補修など全体的にサービ

スが怠っている。苦情など、何処へ持っていけばい

いのか困惑する。出張所はもっと住民の手足になっ

てほしい。放送設備が悪い。話し方をもっと勉強し

た方がよい。

②本庁に行けない人のためにも出張所の対応をきめ

細かく出来るようにしてもらいたい。合併したこと

により、今迄の生活より快適でなくなるのは残念。

（現に出張所で不愉快な思いをした方々がいると聞い

ている）

③CATVの放送は全体的に流せないものか。（子供から）

（回答※14）

繩52歳・女・自営・小立
①自然の広がりと豊かさにパワーを感じる。湖が２

つになり観光スポットやイベントも多くなり、何よ

りも人間関係が拡大した。女連協主催の「EMぼかし

づくり」を西湖の公民館で行い、西湖地域の皆さん

が環境問題に熱心に取り組んでいる様子に感動した。

このような交流を通して、町づくりのための女性の

連携が広がったように思う。さくやホールのコンサ

ートや新庁舎の町民ギャラリーは、私達の心も豊か

にしてくれる。日本一の富士山のふもと、「富士河口

湖町」の町民としての誇りと自覚を新たにしている。

アンケート ①あなたの地域、身のまわりで何か感じることがありますか。②今後、富士河　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

昭
和
三
十
年
頃
の
根
場
地
区
風
景
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１日 富士山　山開きまつり神事
熊本県芦北町議会研修来庁

２日 産経土木常任委員会協議会
６日 青森県金木町議会研修来庁
７日 議会運営委員会、第４回臨時議会

議会全員協議会
14日 郡グランドゴルフ大会（準優勝）
15日 産経土木常任委員会協議会
16日 町村正副議長、委員長研修会
21日 鳥取県船岡町議会研修来庁
22日 議会運営委員会、第５回臨時議会

議会全員協議会、長野県佐久市・八千穂
村議会研修来庁

23日 県グランドゴルフ大会（優勝）

２日 産経土木常任委員会協議会
茨城県関城町議会研修来庁
西湖竜宮祭式典

５日 河口湖湖上祭式典
６日 議会広報コンクール表彰式（奨励賞）

研修会
９・10日　町村議会議長視察研修
11日 産経土木常任委員会協議会
20日 議員全員協議会
26日 議会運営委員会、第６回臨時議会

町村議員研修会
29日 防災訓練

１日 秋田県議会研修来庁
７日 議会運営委員会
13日 開会

（一部事務組合等規約変更・条例・補正）
15日 本会議（一般質問）
16日 決算特別委員会（１日目）
17日 議会運営委員会、決算特別委員会（２日目）
21日 議会全員協議会、決算特別委員会（３日目）

決算特別委員会報告等・閉会
25・26日　全国町村交流レガッタ

議員活動状況報告（抜粋）
五
感
文
化
の
町

富
士
河
口
湖

早
い
も
の
で
、
新
町
が

誕
生
し
、
一
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

無
事
に
新
町
に
移
行
で

き
た
こ
と
に
、
住
民
の
一

人
と
し
て
喜
び
、
更
な
る

富
士
河
口
湖
町
の
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

五
感
文
化
の
町
を
標
榜

す
る
富
士
河
口
湖
町
は
、

す
ば
ら
し
い
山
紫
水
明
の

地
で
、
ど
こ
を
旅
し
て
み

て
も
、
富
士
山
と
二
つ
の

湖
を
有
す
る
富
士
河
口
湖

町
に
優
る
景
観
は
な
い
と

常
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
五
感
文
化
を

象
徴
す
る
ハ
ー
ブ
館
、
ス

テ
ラ
シ
ア
タ
ー
、
河
口
湖

美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る

諸
施
設
は
す
ば
ら
し
く
、

最
近
で
は
、
そ
れ
ら
施
設

に
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設

は
充
実
し
て
い
る
が
、
訪

れ
る
観
光
客
が
目
的
地
に

ス
ム
ー
ズ
に
行
け
な
い
と

の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

の
で
、
町
の
要
所
に
、
目

的
地
（
例
え
ば
、
河
口
湖

駅
等
）
を
表
示
す
る
案
内

等
の
充
実
が
で
き
た
ら
、

す
ば
ら
し
い
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。

住
民
と
し
、
我
が
富
士

河
口
湖
町
に
観
光
に
訪
れ

る
、
多
く
の
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

日
々
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町

船
津
三
八
四
四

赤
池
　
孝
男

富士河口湖町議会だより第２号（平成16
年５月20日発
行の３月定例
議会）が広報
紙部門で山梨
県議会広報コ
ンクールにお
いて奨励賞を
いただきまし
た。

新
潟
中
越
地
震
は
、
自
然
と
い
う
も

の
の
底
知
れ
ぬ
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

大
災
害
に
な
っ
た
。

被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
を

申
し
上
げ
、
同
時
に
富
士
山
噴
火
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
出
来
上
っ
た
今
、
住

民
の
日
頃
の
心
が
ま
え
を
い
か
に
強
く

密
に
し
て
い
く
か
、
早
急
に
話
し
合
っ

て
い
く
必
要
を
感
じ
る
。編集

委
員
一
同

編
集
後
記

７月

８月

９月

７月～
９月

平成16年度山梨県議会広報コンクール
広報紙部門奨励賞議

会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
!!

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。

役
場
の
議
会
事
務
局
で
住
所
氏
名
を
記
入

す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。


